
こ
こ
数
年
で
一
番
の
に
ぎ
わ
い

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
３
日
、
白
石
の
春
の

風
物
詩
「
白
石
市
民
春
ま
つ
り
〜
片
倉
公
ま
つ

り
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
約
３
８
、０
０
０
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

恒
例
の
「
し
ろ
い
し
大
行
列
」
で
は
、
神
明

社
の
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

を
先
頭
に
、
稚
児
行
列
や
太
鼓

山だ

車し

な
ど
が
続
き
、
約
１
、０
０
０
人
が
参
加
。

す
ま
ｉ
る
大
使（
観
光
大
使
）の
山や

ま

崎ざ
き

バ
ニ
ラ
さ

ん
や
白
石
戦
國
武
将
隊
「
奥
州
片
倉
組
」
の
皆

さ
ん
も
駆
け
付
け
、
ま
つ
り
に
に
ぎ
わ
い
を
与

え
て
く
れ
た
。

　

白
石
城
エ
リ
ア
で
は
、
片
倉
鉄
砲
隊
の
「
火

縄
銃
演
武
」
が
行
わ
れ
た
。「
礼
砲
」「
膝
放

ち
」「
諸も

ろ

折お
り

放
ち
」
な
ど
５
種
類
の
古
式
砲
術

演
武
が
披
露
さ
れ
、「
ズ
ド
ー
ン
」
と
い
う
轟

音
が
響
く
た
び
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手
で
会
場

が
沸
い
た
。
す
ま
ｉ
る
ひ
ろ
ば
エ
リ
ア
は
、
観

光
大
使
に
新
た
に
加
わ
っ
た
ニ
ホ
ン
ジ
ン
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
と
、
観
光
大
使
が
集

結
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
集
ま
っ
た
観
客
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
に
！　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

後
は
、
バ
ニ
ラ
さ
ん
が
作
詞
・
作
曲
し
た
「
白

石
よ
ご
ざ
り
す
」
を
、
よ
さ
こ
い
走
乱
白
石
城

の
皆
さ
ん
と
バ
ニ
ラ
さ
ん
が
披
露
し
、
ま
つ
り

に
華
を
添
え
た
。

いたくさんの市民が参加した「しろいし大行
列」　ろ「たから音

おと

第一部」で演奏した市
内中学校吹奏楽部　は「たから音第二
部」のニホンジンミニライブ。観客も一緒に
高く飛んだ　に「全日本ストリート足軽選手
権大会」。缶馬に乗り激走！　ほ女性限定

「米俵相撲大会」。優勝者には米60kgが
贈呈された　へ白石市消防団伝統階

はし

子
ご

乗
り隊が火の用心の垂れ幕を下げ、防火を呼
びかけた　と神楽装束を身にまとい舞を披
露する榊

さかき

流大町神
かぐ

楽
ら

継承会　ち片倉鉄
砲隊による火縄銃演武。迫力ある発砲音
が白石城本丸広場に響き渡った　り初開
催の「チャリティー乗馬体験」。参加者から
笑顔がこぼれた　ぬ「レキシ・コケシ・ミコシ
スタンプラリー」のお楽しみ抽選会で「こじゅ
うろうくんめんこ印（限定品）」をゲット！

と
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ほ
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白
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